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１．教職実践演習（中高保健体育）の	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 位置づけ	
 

	
 「教職実践演習（中高保健体育）」の授業は，

教職課程の全授業科目（教育実習を含む）や

授業外での様々な教育体験活動を通じて身に

付けた知識・技能や資質能力が，教員として

最小限必要な資質能力として有機的に統合さ

れ形成されたかについて，「愛媛大学教職課程

のＤＰ」で示される到達目標に照らし合わせ

て最終的に確認するものであり，「学びの軌跡

の集大成」として位置付けられる科目である． 
この科目の履修を通じ，教員になる上で，自

己にとって何が課題であるのかを自覚し，不

足している知識や技能等については補充学習

等を用いて補いながら，その定着を図ること

により，教職生活を円滑にスタートできるよ

うになることが期待される。  
表1は「教職実践演習（中高保健体育）」の

授業概要について示したものである．なお，

筆者が担当したのは第10回から第14回までの

計5回の授業であった．	
 

受講生は学校教育教員養成課程保健体育専

修4回生8名およびスポーツ健康科学課程4回

生17名，計25名であった．	
 

 
 
表 1	
 教職実践演習（中高保健体育）の授業展開  

 
 
 

２．MT の内容設定	
 

	
 1 グループ 5 名の 5 グループに分かれ，MT
の内容を設定した．内容の設定にあたっては，

教育実習中における実際の経験をふまえ，授

業場面において想定される教師にとって困難

な場面を体育授業，保健授業，1 つずつ設定
した．  
	
 その内容をクラス全体で出し合い，筆者が

体育授業 3 場面，保健授業 2 場面を選択した．
その際，各グループの設定した内容のいずれ

かを含むこととした．  
	
 実際に設定した内容を以下の通りであった． 
 
1 班：中学 3 年生女子対象（器械運動）  

第 1 時  
・ 	
 中 学 2 年 生 の 跳 び 箱 の 授 業 で
手 首 を 骨 折 し た た め ， そ の 経

験 か ら 跳 び 箱 に 消 極 的 に な る  
・ 	
 自 由 練 習 の と き に 跳 ん だ ふ り

を す る  
2 班：中学 1 年生対象（保健）  
	
 	
 	
 「欲求とストレス」  

  ”心 と 体 の か か わ り ”に つ い

て は 学 習 済 （ 授 業 前 半 ）  
  そ れ ら を も と に 対 処 法 に つ

い て 考 え る （ 授 業 後 半 ）  
・ 	
 5 人 男 女 混 合  
・ 	
 初 め は ま じ め に 話 し て い

た が 次 第 に 話 が 逸 れ る  
・ 	
 机 間 巡 視 し 声 を か け る が ，

ま た 話 が 逸 れ る  
いかにしてグループでの話し合い活動

を充実させるか  
3 班：高校 1 年生女子対象（球技）  

見学者の生徒にパス練習の時にどのよ

うな役割を与えるのか  
・ 	
 見 学 者 2 人（ 腰 痛 １ 人 、足 痛 1
人 で 足 痛 の 生 徒 は 普 段 か ら よ

く 休 む ）  
・ 	
 2 回 目 の 授 業（ パ ス 練 習 が メ イ
ン ）  



・ 	
 パ ス 練 習 は 2 人 組 で キ ャ ッ チ
ボ ー ル し て い る 形  

4 班：中学 1 年生対象（ダンス）  
ランニングエクササイズで踊らない生

徒への指導  
ウォーミングアップなので，体をあた

ためるために全身を使って踊ろうとゆ

う目的で行っているが，女子生徒一人

がはずかしい，運動が苦手と感じてい

るため踊らない  
5 班：高校 2 年対象（保健）  

「障害を通じる健康」  
・ 	
 「 結 婚 生 活 と 結 婚 」 と い う 分

野 の 導 入 部 分  
・ 	
 今 日 の 授 業 内 容 を 説 明 す る 場

面 で 教 師 が 「 幸 せ な 家 族 計 画

に つ い て 授 業 を し ま す 」 と 言

う と 男 子 生 徒 2 人 か ら ，「 俺 ，
結 婚 な ん か し な い し 今 日 の 授

業 は 関 係 な い 」 と い う よ う な

こ と を 言 わ れ た 後 の 教 師 の 対

応  
 
３．愛媛大学教職課程の DP	
 

１ 	
 教 科 ・ 教 職 に 関 す る 幅 広 い 基 礎 知

識 と ， 得 意 分 野 の 専 門 的 知 識 を 有

し て い る ．  
３ 	
 児 童 ・ 生 徒 の 発 達 に 応 じ た 授 業 の

構 成 や 教 材・教 具 の 工 夫 が で き る ． 
	
 なお，今回の学生のよる自己評価は，教科

に関する内容である DP1，３のみとした．  
	
 

４．DP に対する学生の評価	
 

	
 各班の設定した MT に対して，他の班の学生

1 名が教師役を実施し，MT を行った．教師役

以外の全員が DP に対する評価として，A：充

分満足できる，B：おおむね満足できる，C：

努力を要する，3 段階による評価を行った．	
 

	
 多くの生徒が B 評価以上であり，いずれの

学生もおおむね満足できる評価を得ていた．	
 

	
 	
 

	
 
図 1	
 1 班の MT における評価の分布	
 

	
 
図 2	
 2 班の MT における評価の分布	
 

	
 
図 3	
 3 班の MT における評価の分布	
 

	
 
図 4	
 4 班の MT における評価の分布	
 

	
 
図 5	
 5 班の MT における評価の分布	
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